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① 入居支援
② 居住支援のための関係機関によるサポート体制の調整

（目標）
住まいに関する支援体制の充実を図り、地域生活を支える。
（内容）
住まいに関する相談支援及び関係機関との連携を通じ、地域における居住支援体制の充実に努める。

通年
適宜

（目標）
本人の権利を守り、安心して生活できる地域づくりを推進する。
（内容）
成年後見制度の説明・利用支援、虐待相談対応、関係機関との連携

通年
適宜

①総合的・専門的な相談支援

（目標）
多様な相談に対応し、本人の意思を尊重した相談支援を実施する。
（内容）
生活課題の整理、支援会議開催、計画相談へのつなぎ、ニーズに応じた機関紹介

⑦ 医療的ケア児等支援に関すること

（目標）
医療的ケア児等への支援体制及び関係機関との連携強化を図る。
（内容）
協議の場への参加、支援に関する総合調整、研修会参加、医療的ケア児等コーディネーター登録・活動、必
要に応じた計画作成支援

通年
適宜

⑥ 権利擁護・虐待の防止

通年
適宜

令和8年度　君津市障害者基幹相談支援センター　事業計画

取り組み内容（目標）
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① 福祉サービスの利用援助（セルフプランの作成支援、利用
申請の援助、利用調整等）
② 社会資源を活用するための支援
③ 社会生活力を高めるための支援
④ 権利の擁護のために必要な援助
⑤ 専門機関の紹介
⑥ 重層的支援体制整備事業を通じた包括的な支援体制の整備
への参画
⑦ その他市が必要であると認めたこと

① 福祉サービスの利用援助（セルフプランの作成支援、利用申請の援助、利用調整等）
目標： 本人や家族が必要な福祉サービスを適切に利用し、安心して地域生活を継続できるよう支援する。
② 社会資源を活用するための支援
目標： 地域の社会資源を把握・活用し、一人ひとりのニーズに応じた支援体制の充実を図る。
③ 社会生活力を高めるための支援
目標： 本人の強みや希望を大切にしながら、地域で安心して生活を継続できる力を育む支援を行う。
④ 権利の擁護のために必要な援助
目標： 本人の権利や意思を尊重し、安心して地域生活を送ることができるよう権利擁護の推進を図る。
⑤ 専門機関の紹介
目標： 相談内容やニーズに応じて適切な専門機関につなぎ、切れ目のない支援体制の構築を図る。
⑥ 重層的支援体制整備事業を通じた包括的な支援体制の整備への参画
目標： 多機関協働による包括的な支援を推進するとともに、地域課題を整理し、地域に必要な支援体制の充
実を図る。

③自治体と協働した協議会の運営等による地域づくりの取組

（目標）
自立支援協議会を通じて地域課題の共有と地域づくりを推進する。
（内容）
本会・調整部会・専門部会（相談・地域生活・就労）への参加、議題案の検討、資料作成、会議運営補助、
地域課題の整理・提案
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定例会 定例会 定例会 定例会 定例会

通年
適宜

定例会

②地域の相談支援体制の強化の取組

（目標）
地域全体の相談支援力の向上と連携強化を図る。
（内容）
市内定例会（月1回）、事業所訪問（年2回）、新規事業所支援、事例検討（年2回）、事業所見学（年2
回）、研修会（年２回）、支援者勉強会（年6回）、他市定例会参加

定例会 定例会 定例会 定例会 定例会 定例会

事例検討 事例検討

④ 重層的支援体制整備事業を通じた包括的な支援体制の整備
への参画の取組

（目標）
多機関協働による包括的な支援体制の充実を図る。
（内容）
月1回の重層会議参加、ケース検討会議参加、必要時の個別支援会議参加、地域課題の把握・共有

通年
適宜
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⑤ 地域移行・地域定着の促進の取組

（目標）
精神科病院との情報共有及び連携を図り、地域移行・地域定着に向けた支援体制を維持する。
（内容）
グループホーム、日中活動系事業所等の関係機関との連携を深め、地域生活を支えるネットワークづくりに取り組む。
・地域移行・地域定着を希望する方に対し、円滑に支援を開始できるよう相談支援体制を整備する。

通年
適宜
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